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学位論文審査の結果の要旨
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0,5、1、 5、 10 Gyの陽子線、炭素線、X線をそれぞれ照射した。照射4日後まで毎日
各照射群の細胞数を計測、あるいは照射翌日に 18F―FLTの細胞への集積量を測定した。
担がんマウスを用いた検討では、移植 10日後に、0。5、 1、 5 Gyの卜易子線、炭素線、X
線をそれぞれ照射し、翌日18F―FLTによるPET撮像実験を行つた。
培養細胞への照射実験の結果、X線照射では 5、 10 Gy群で、粒子線照射では 1、 5、
10 Gy群でコントP―ル群よりも有意な細胞数の低下が認められた。この結果は、X線
治療と比較して粒子線治療の効率の良さを示唆している。一方、照射 1日後に 18F―FLT
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Predictive valueof e rly sta′ge uptake of 3.―deoxy-31-1もF‐allorothy=nidine in
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学位論文審査及び最終試験の結果に基づき,福井大学大学院学則第38条ただし書きに
規定する,優れた研究業績を上げた者と 3月間在学期間を短縮する。
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